
　
４
月
４
日
・
５
日
に
春
日
居
町
鎮
目
︵
し

ず
め
︶
に
あ
る
山
梨
岡
神
社
で
春
季
例
大

祭
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

　
山
梨
岡
神
社
は
古
代
に
創
建
さ
れ
、
祭

神
は
大
山
祗
命
︵
お
お
や
ま
ず
み
の
み
こ

と
︶
・
高
︵
た
か
︶
お
か
み
の
神
・
別
雷

神
︵
わ
け
い
か
づ
ち
の
か
み
︶
で
す
。
本

殿
︵
ほ
ん
で
ん
︶
は
室
町
時
代
に
建
て
ら

れ
、
重
要
文
化
財
に
指
定
さ
れ
て
い
ま
す
。






ま
た
、
山
梨
岡
神
社
は
武
田
家
累
代
の

氏
神
︵
う
じ
が
み
︶
と
し
て
崇
拝
さ
れ
、

武
田
信
玄
が
出
陣
︵
し
ゅ
つ
じ
ん
︶
の
た

び
に
、
戦
勝
祈
願
を
し
た
と
い
わ
れ
て
い

ま
す
。

　
今
回
の
笛
吹
市
探
訪
で
は
山
梨
岡
神
社

に
残
さ
れ
て
い
る
武
田
家
ゆ
か
り
の
宝
物

や
太
々
神
楽
︵
だ
い
だ
い
か
ぐ
ら
︶
を
紹

介
し
ま
す
。

　
山
梨
岡
神
社
に
は
武
田
家
よ
り
譲
り
受

け
た
﹃
社
参
︵
し
ゃ
さ
ん
︶
状
﹄・﹃
椀
︵
わ

ん
︶
﹄・﹃
禁
制
︵
き
ん
せ
い
︶

を
書
い
た
板
﹄
等
が
残
さ
れ

て
い
ま
す
。

　﹃
社
参
状
﹄
は
諏
訪
大
社
︵
す

わ
た
い
し
ゃ
︶
上
社
の
神
主

あ
て
に
武
田
信
玄
が
出
し
た

文
書
で
す
。

　
﹃
穴
山
梅
雪
︵
あ
な
や
ま
ば
い
せ
つ
︶

等
が
宝
鈴
を
鳴
ら
す
た
め
に
諏
訪
神
社
上

社
を
訪
れ
る
﹄
と
い
っ
た
内
容
が
書
か
れ

て
い
ま
す
。
ま
た
社
参
状
と
と
も
に
武
田

信
玄
か
ら
譲
り
受
け
た
﹃
椀
﹄
︵
２
個
︶

も
保
管
さ
れ
て
い
ま
す
。
椀
に
は
武
田
菱

︵
た
け
だ
ひ
し
︶
︹
武
田
家
の
家
紋
︵
か
も

ん
︶
︺
等
が
描
か
れ
て
い
ま
す
。

　﹃
禁
制
を
書
い
た
板
﹄
に
は
﹃
御
室
︵
み

む
ろ
︶
山
で
か
っ
て
に
木
を
切
っ
た
り
す

る
事
を
禁
止
す
る
﹄
と
書
か
れ
て
い
ま
す
。

御
室
山
は
山
梨
岡
神
社
の
後
に
あ
り
、
古

代
よ
り
山
自
体
が
神
と
し
て
信
仰
さ
れ
て

き
ま
し
た
。
こ
の
板
は
武
田
信
玄
が
天
文

︵
て
ん
ぶ
ん
︶
13
年
︹
１
５
４
４
︺
に
山

梨
岡
神
社
に
与
え
た
物
の
写
し
で
す
。

　
こ
れ
ら
の
資
料
は
山
梨
岡
神
社
と
武
田

家
の
深
い
信
仰
関
係
を
表
わ
し
て
い
ま
す
。

　
ま
た
山
梨
岡
神
社
の
太
々
神
楽
︵
だ
い

だ
い
か
ぐ
ら
︶
︹
山
梨
県
指
定
文
化
財
︺

は
、
二
十
四
種
の
舞
が
あ
り
ま
す
。
例
大

祭
で
は
﹃
天
の
岩
戸
︵
い
わ
と
︶
﹄
の
故

事
を
中
心
と
し
た
古
事
記
︵
こ
じ
き
︶
神

話
の
世
界
を
一
日
で
表
現
し
ま
す
。
こ
の

う
ち
、20
番
目
に
舞
う
﹃
四
剣
︵
し
け
ん
︶

の
舞
﹄
は
﹃
久
米
舞
︵
く
め
ま
い
︶
﹄
と

も
呼
ば
れ
て
い
ま
す
。
４
人
で
剣
と
鈴
を

持
ち
勇
壮
に
舞
う
神
楽
で
す
。
こ
の
舞
は

神
武
︵
じ
ん
む
︶
天
皇
が
大
和
︵
や
ま
と
︶

で
勝
利
を
祝
う
宴
会
︵
え
ん
か
い
︶
を
し

た
時
に
、
久
米
氏
の
兵
士
た
ち
が
天
皇
の

つ
く
っ
た
詩
歌
を
歌
い
な
が
ら
舞
っ
た
こ

と
に
由
来
し
て
い
ま
す
。

　
ま
た
﹃
四
剣
の
舞
﹄
は
﹃
武
田
信
玄
出

陣
の
神
楽
﹄
と
も
呼
ば
れ
、
信
玄
が
戦
さ

の
勝
利
を
願
い
奉
納
さ
せ
た
神
楽
だ
と
言

わ
れ
て
い
ま
す
。

　
山
梨
岡
神
社
太
々
神
楽
は
武
田
神
社
春

季
例
大
祭
等
で
も
奉
納
さ
れ
て
い
ま
す
。

　
ま
た
山
梨
県
立
博
物
館
特
別
展
﹃
よ
み

が
え
る
武
田
信
玄
の
世
界
展
﹄
・
﹃
信
玄
、

謙
信
、
そ
し
て
伝
説
の
軍
師
﹄
の
伝
統
芸

能
実
演
で
も
披
露
さ
れ
、
来
館
者
を
楽
し

ま
せ
ま
し
た
。
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四剣の舞（県立博物館で撮影）

〔写真上〕山梨岡神社の本殿

〔写真下〕椀（山梨岡神社所有）

山梨岡神社太々神楽（神楽殿）




　
笛
吹
市
一
宮
町
出
身
で
童
謡
歌
手
と
し

て
活
躍
中
の
雨
宮
知
子
さ
ん
に
よ
る
童
謡

コ
ン
サ
ー
ト
と
ト
ー
ク
を
お
楽
し
み
く
だ

さ
い
。
当
日
は
、
お
子
さ
ん
を
対
象
と
し

た
歌
の
指
導
も
あ
り
ま
す
。
親
子
で
、
家

族
で
ご
来
場
く
だ
さ
い
。
入
場
は
無
料
で

す
。

■
日
時
　
５
月
30
日
︵
水
︶

　
７
時
開
演
︵
午
後
６
時
30
分
会
場
︶

■
会
場
　
笛
吹
市
ス
コ
レ
ー
セ
ン
タ
ー
集
会
室

■
問
合
せ
先
　
教
育
委
員
会


生
涯
学
習
課

　
市
民
講
座
担
当

　
☎
０
５
５
︱
２
６
３
︱
７
９
５
９

　
文
化
協
会
盆
裁
部
の
み
な
さ
ん
が
丹
精
込
め
て

育
て
た
、
皐
月
・
山
野
草
の
展
示
会
を
開
催
い
た

し
ま
す
。
皆
様
の
ご
来
場
お
待
ち
し
て
お
り
ま
す
。

■
期
間
　
5
月
25
日(

金)

〜
5
月
27
日(

日)

■
時
間
　
午
前
9
時
か
ら

■
会
場
　
笛
吹
市
ス
コ
レ
ー
セ
ン
タ
ー
入

口
フ
ロ
ア
ー

　　
黒
岳
、
釈
迦
ヶ
岳
、
破
風
山
の
三
山
に

囲
ま
れ
た
芦
川
の
源
流
域
に
、
貴
重
な
﹁
に

ほ
ん
す
ず
ら
ん
﹂
の
群
生
地
が
広
が
り
ま

す
。
全
国
的
に
も
珍
し
く
、
山
梨
県
の
自

然
記
念
物
に
も
指
定
さ
れ
て
い
ま
す
。

○
期
間
中
の
イ
ベ
ン
ト

︻
ヤ
マ
メ
釣
り
大
会
︼

■
日
時
　
５
月
27
日︵
日
︶午
前
８
時
〜
10
時

■
場
所
　
市
役
所
芦
川
支
所
前
　
上
・
下
流

■
受
付
場
所
　
芦
川
ふ
る
さ
と
総
合
セ
ン

　
タ
ー
・
芦
川
小
学
校

■
受
付
時
間
　
午
前
７
時
か
ら

■
参
加
費
　
大
　
人
　
１
５
０
０
円

　
　
　
　
　
小
学
生
　
１
０
０
０
円

　
　
　
　
　
　
　
︵
河
川
清
掃
協
力
費
︶

　
※
釣
具
・
餌
は
各
自
持
参
し
て
く
だ
さ
い
。

︻
そ
ば
打
ち
体
験
︼

■
日
時
　
祭
り
期
間
中
　
午
前
10
時
か
ら

■
場
所
　
市
営
す
ず
ら
ん
の
里

　
そ
ば
打
ち
体
験
お
て
ん
ぐ
さ
ん
　

■
参
加
費
　
１
人
　
１
４
０
０
円

■
予
約
　
市
営
田
舎
体
験
お
て
ん
ぐ
さ
ん

　
☎
０
５
５
︱
２
９
８
︱
２
８
３
３

︻
特
産
品
の
販
売
︼

■
日
時
　
祭
り
期
間
中

　
　
　
　
午
前
９
時
〜
午
後
５
時

■
場
所
　
す
ず
ら
ん
大
駐
車
場


特
設
テ

ン
ト
村

︻
す
ず
ら
ん
群
生
地
ラ
イ
ト
ア
ッ
プ
︼

■
日
時
　
祭
り
期
間
中
　
午
後
６
時
30
分

〜
午
後
８
時
30
分

　
笛
吹
市
は
、
総
面
積
の
58
％
が
森
林
に

覆
わ
れ
て
お
り
、
自
然
環
境
に
大
変
恵
ま

れ
て
い
ま
す
。

　
こ
の
森
林
の
持
つ
多
面
的
な
機
能
と
そ

の
大
切
さ
に
つ
い
て
理
解
を
深
め
る
と
と

も
に
、
豊
か
な
自
然
を
未
来
に
引
き
継
ぐ

た
め
、
市
民
一
人
一
人
の
緑
化
思
想
の
高

揚
と
そ
の
実
践
の
た
め
、
第
１
回
笛
吹
市

植
樹
祭
を
開
催
い
た
し
ま
す
。

　
ま
た
、
今
回
の
植
樹
祭
は
、
山
梨
県
が

提
唱
し
て
い
る
、
１
０
０
万
本
植
樹
運
動

の
一
環
と
し
て
同
時
開
催
い
た
し
ま
す
。

■
日
時
　
５
月
10
日︵
木
︶午
前
10
時
開
式

■
場
所
　
御
坂
町
上
黒
駒
備
石
︵
桧
峰
神

　
社
有
林
内
︶

■
内
容
　
緑
化
推
進
を
図
る
た
め
の
式
典

を
行
っ
た
後
、
参
加
者
全
員
に
よ
る
植

樹
を
行
う
。

■
植
栽
樹
種
　
ヒ
ノ
キ
、
ク
リ
、
サ
ク
ラ
、

榛
の
木

■
募
集
定
員
　
30
人
程
度

■
問
合
せ
先
　
笛
吹
市
緑
化
推
進
会
議
︵
産

　
業
観
光
部
農
林
振
興
課
内
︶

　
☎
０
５
５
︱
２
６
２
︱
４
１
１
１︵
内
線
２
３
１
︶

　
FAX
０
５
５
︱
２
６
２
︱
４
１
１
５

　
笛
吹
市
で
は
、
介
護
サ
ー
ビ
ス
の
提
供

の
場
を
訪
ね
、
サ
ー
ビ
ス
利
用
者
等
の
話

を
聞
き
、
相
談
に
応
じ
る
等
の
活
動
を
行

う
﹁
介
護
相
談
員
﹂
を
募
集
し
ま
す
。

　
介
護
相
談
員
は
、
利
用
者
の
疑
問
や
不
満
、

不
安
の
解
消
を
図
る
と
と
も
に
、
派
遣
を
受

け
た
事
業
所
に
お
け
る
介
護
サ
ー
ビ
ス
の
質

的
な
向
上
を
図
る
こ
と
を
目
的
と
し
て
い
ま

す
。
市
や
国
保
連
合
会
に
置
か
れ
た
苦
情
処

理
窓
口
と
は
異
な
り
、
苦
情
に
至
る
事
態
を

未
然
に
防
止
す
る
こ
と
や
、
利
用
者
の
日
常

的
な
不
平
、
不
満
又
は
疑
問
に
対
応
し
て
改

善
の
途
を
探
る
こ
と
を
目
指
す
も
の
で
す
。

■
募
集
人
員


２
人
︵
平
成
20
年
度
以
降

も
必
要
に
応
じ
て
募
集
︶

■
応
募
締
切
　
５
月
11
日
︵
金
︶

■
受
付
窓
口
　
〒
４
０
６
︱
０
０
３
１

　
笛
吹
市
石
和
町
市
部
８
０
０
︵
石
和
保

健
福
祉
セ
ン
タ
ー
内
︶
保
健
福
祉
部
高

齢
福
祉
課
高
齢
福
祉
担
当

　
FAX

０
５
５
︱
２
６
２
︱
１
３
１
８

■
応
募
方
法
　
次
の
事
項
を
明
記
し
て
く

だ
さ
い
。
＊
様
式
は
特
に
定
め
ま
せ
ん
。

①
住
所
、
氏
名
、
生
年
月
日
、
電
話
番

号
　
②
介
護
・
相
談
経
験
の
有
無
︵
あ

る
場
合
は
そ
の
年
数
︶
③
職
歴

■
採
用
基
準
　﹁
相
談
経
験
﹂﹁
介
護
経
験
﹂

な
ど
を
参
考
に
、
面
接
の
上
、
相
談
員

と
し
て
の
資
質
、
熱
意
等
を
判
断
し
て

採
用
し
ま
す
。
※
面
接
に
つ
い
て
は
、

５
月
中
旬
に
開
催
を
予
定
し
て
い
ま
す
。

笛吹市役所本庁舎
055−262−4111

御坂支所
055−262−2271

一宮支所
0553−47−1111

八代支所
055−265−2111

境川支所
055−266−2111

春日居支所
0553−26−3111

芦川支所
055−298−2111


